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問
以
下
に
。
１２
年
度
か
ら
増
収

・

と
経
常
増
益
が
続
い
て
い
る
。
」

課
長
級
以
上
の
女
性
社
員
数
は

・５
年
度
に
は
５４
人
に
増
え
、
１１

年
度
の
６
倍
に
。
１８
年
度
に
は

１
０
０
人
を
目
指
し
て
い
る
。

下
着
メ
ー
カ
ー
大
手
の

「ト

リ
ン
プ

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
ジ
ャ
パ
ン
」
元
社
長
の
吉

越
浩

一
郎
さ
ん
（６８
）
に
と

っ
て

．

は
、
フ
ラ
ン
ス
人
妻
の
存
在
が

一

大
き
か

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
・

社
員
時
代
、
残
業
で
深
夜
に

一

帰
る
た
び
に

「家
庭
の
作
り
方
一

を
知
ら
な
い
」
と
怒
ら
れ
、
離
一

婚
も
ほ
の
め
か
さ
れ
た
。
１
９
一

８
７
年
、
代
表
取
締
役
に
就
任

て
い
る
。
大
学
院
の
理
工
学
研

一

究
科
を
首
席
で
修
了
し
て
か
ら
一

わ
ず
か
４
年
、
２８
歳
だ
つ
た
男
一

性
は
自
ら
命
を
絶

っ
た
。
　

　

こ

学
生
時
代
は
趣
味
の
自
転
車

と
学
業
を
両
立
し
た
。
メ
＝
カ

ー
に
は
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
開
発
担

当
の
エ
ン
ジ
エ
ア
と
し
て
就
職
・

し
た
。

異
変
が
起
こ

っ
た
の
は
３
夕年

目
の
夏
。
担
当
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

で
不
具
合
や
ク
レ
ー
ム
対
応
が

発
生
し
、
本
来
の
開
発
業
務
が

一す
る
と
長
時
間
労
働
の
改
革
を

次
々
と
実
行
。
９２
年
に
社
長
に

就
き
、
さ
ら
に
加
速
さ
せ
た
。

残
業
禁
止
日
を
増
や
し
て
い

く

一
方
、
毎
朝
、
担
当
社
員
を

交
え
た
会
議
を
開
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
の
締
め
切
り
を
決
め

さ
せ
た
。

２
０
０
３
年
、
残
業
ゼ
ロ
を

実
現
「
会
社
の
意
思
決
定
が
早

ま
り
、
社
員

一
人
ひ
と
り
の
生

産
性
も
高
ま

っ
た
結
果
、
１９
期

連
続
で
増
収
増
益
と
な

っ
た
。

「残
業
を
な
く
せ
る
か
ど
う
か

は
ト

ッ
プ
の
覚
悟
次
第
だ
」

（風
間
直
樹
、
鈴
木
友
里
子
、
津
阪

『直
樹
）

遅
れ
が
ち
と
な

っ
た
。
　
〓

生

懸
命
や
、
っ
て
き
た
仕
事
か
ら
外

さ
れ
た
く

な
い
」
。
働

き
詰

め
、
秋
口
か
ら
は
月
の
残
業
時

な
お


